
自治研集会のワークショップで
住民と職員が直に話しあう

（大阪府職労）

　９月１日の府職労2018地方自治研集会では、特別報
告と、初の試みであるワークショップを行いました。
　特別報告では、この間の地震や集中豪雨の被害状況
と、道路修復になかなか予算がつかないことや職員不
足の実態、大阪健康安全基盤研究所の統合・独法化問
題、歯科保険医協会から口腔崩壊からみる子どもの貧
困問題、地域医療（住吉市民病院）を充実させる市民
の会から病院廃止後の実態の報告がありました。
　ワークショップは、「SDGs（持続可能な開発目標）

17のグローバル目標（※）」にもとづき、チームで大
阪府への「私たちの願い」「私たちの行動計画」につ
いて話しあいました。一つのテーブルで住民と職員
が、直に話し一緒に考える、まさに「しゃべり場」が
実現したものとなりました。「もっと広げたい」「分野
別・テーマ別にやってみたい」などの意見が出され、
次につながり、さらに広がる取り組みとなりました。

※SDGsとは
 「持続可能な開発目標」という意味のSustainable 

Development Goalsの略称。21世紀の世界が抱える課題
（貧困・飢餓・経済成長・気候変動など）について永続的な社
会・地球環境を構築するための17の目標。2030年までに達
成すべきゴールとして2015年９月国連総会で採択された。
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６月号の解答
「ノーモアヒバクシャ」

　台風21号をはじめ、各地で自然災害が発生しています。被災された
みなさまには心よりお見舞い申し上げます。火災共済は、台風や豪雨
など風水害の自然災害にも見舞金制度があります。

★「火災共済」の加入に関わらず、組合員の方には「住宅災害見舞
金」の対象となる場合があります。詳細は組合書記局までお問い合わ
せください★

風水害被害への見舞金と給付請求について

○ 組合所定の火災共済金支払請求書・被
災状況報告書などの他に
① り災証明書（新聞記事や気象情報でも
可。ただし、半壊以上はり災証明書が
必須です）
② 現場の写真（コピー可）
③ 見積書または領収書（コピー可）
　（注） 床上浸水被害の場合は、必要書類

の他に、浸水位置に床からメジャ
ーなどをあて、計測している状態
の写真が必要となります。

火災共済

○ 組合所定の支払請求書・事由証明書な
どの他に「り災証明書（新聞記事や気
象情報でも可。ただし、半壊以上はり
災証明書が必須）」が必要です。

※ 被害額の下限はありません。また、付
属物は対象外です。この他、見積書等
が必要な場合があります。

組織共済（住宅災害見舞金）
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　風水害による被害は、暴風雨、つむじ風、突風、台風、竜巻、
高潮、高波、洪水、長雨、豪雨、雪害、降ひょうをいいます。
　火災共済の「給付」では、上記による建物本体の損害額が10万
円を超えた場合、被害状況と加入内容により「共済金＋臨時費
用」をお支払します。例えば、「台風で屋根瓦が飛んで25万円の
損害が出た」場合で、建物と家財の両方に加入している場合は最
高10万円を限度に、建物か家財のどちらか一方に加入している場
合は最高５万円を限度にお支払できます。
　建物本体に加え、エアコンの室外機や給湯設備などの付属設
備、また、2018年４月１日以降の事由発生分については、同一敷
地内の車庫やカーポート、日常物資が収容されている物置なども
対象です。
　必要書類など詳しい内容は、組合書記局にお問い合わせくださ
い。

必 要 書 類


